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◆統一は、人同士のパートナーシップにも似る◆ 

 ６月１６日、開城の南北共同事務所爆破という

報に触れ、エーリッヒ・フロムの本の一節が浮か

び紐解いて見ました。－「誰かを愛するというの

は、単なる激しい感情ではない。それは決意であ

り、決断であり、約束である。もし愛が単なる感

情に過ぎないとしたら、『あなたを永遠に愛しま

す』という約束には、何の根拠もないことにな

る」。―６・１５宣言で、互いを統一のパートナ

ーと認め合い、１０・４宣言、板門店宣言、平壌

宣言などで合意を重ねた

南北の関係は、統一まで

に克服すべき課題を共有

し、同じ屋根の下で暮ら

す未来像まで映し出すよ

うになってきました。 

統一という永遠の愛を

約束した両者が問われた、

約束を果たそうという決

意、決断。私にはその決

意の揺らぎが、今回の事

態につながったと思えて

なりません。 

 

◆叩く姑より、止める小姑のほうが憎い◆ 

 爆破の直接の原因である脱北者団体によるビラ

は、「拡声器放送及びビラ散布を含む全ての敵対

行為を中止し、その手段を撤廃する」と記した板

門店宣言違反ですが、宣言以降、南の反北団体に

よるビラ散布はすでに５０回を超えています。 

 北側政府が南側政府に不信感を募らせる材料は

他にも多くありました。一時中断していた（その

間も韓国独自の軍事演習があった）韓米合同軍事

演習は、朝米間の対話機運が減退した昨年８月以

降はひんぱんに行われています。       

 最近また文在寅大統領は、南北関係と平和につ

いて語る際「非核化」を真っ先に強調するように

なりました。北側にとって自国への軍事的脅威の

解消こそが非核化の条件であることを、十分知っ

ているにもかかわらず、です。 

「条件が整いしだい正常化する」と約束した開

城工団については、北側が操業後の実利を求めな

いことを明らかにし、国連制裁の口実（＝北側が

得た利益が核開発に回るという理屈）を避ける配

慮をしたにもかかわらず、南側は米国からの圧力

を前に、前に進めようとしませんでした。それら

はまるで解決の糸口を避けているかのように見え

ます。 

「叩く姑より止める小姑のほうが憎い 때리는 

시어머니 보다 말리는 

시누이가 더 밉다」という

諺がありますが、文大統領

を激しく非難した金与正副

部長の眼には「朝米の仲介

者」を自称した文大統領が

「憎い小姑」のように映っ

たのではないでしょうか。 

 

◆険しい壁を 

踏破するがごとき覚悟を◆ 

今、私たちは、すでに統一という山頂が見える

地点に立っています。しかし、山は頂上に近づく

ほどに険しくなります。 

文大統領には山頂に至る景色が、実際以上に険

しい絶壁に見えているのではと思います。 

盧武鉉元大統領の側近として、盧元大統領の対

米関係改善に挑む苦闘も、非業の死も目の当たり

にした文大統領ですが、自らは成長した南の民主

力量の土台の上で政権運営を担っているというこ

とを忘れてほしくありません。 

 共同事務所爆破は、北が南に対し改めて覚悟を

求めた意思表示に思えます。文大統領にはもう一

度覚悟を持って統一問題に取り組んでほしいです。

そのための力の源泉が分断のために苦労し、今回

の事態に落胆している南の民衆の中にこそあるの

ですから。（金昌範） 
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▲横幕には「戦争を超え平和へ」と明記されている 
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【翻訳資料】            ６月民主抗争３３周年 

李韓烈烈士のオモニなど国民勲章牡丹章受章 
文在寅大統領は６月１０日、第３３周年６・１

０民主抗争記念式で、民主主義発展有功者１２人

に国民勲章牡丹（ﾓﾗﾝ）章を授与した。 

政府は、民主主義の発展に寄与した方々が相応

しい礼遇を受けるようにするために、４・１９革

命６０周年、５・１８民主化

運動４０周年を契機に褒賞を

推進しており、政府が６・１

０記念式で勲章を授けたのは

今回が初めてだ。 

牡丹章受賞者は、全泰壱

（ﾁｮﾝ･ﾃｲﾙ）烈士のオモニ

（母）である故李小仙（ｲ･ｿｿ

ﾝ・前全国民族民主遺族協議

会会長）、朴鍾哲（ﾊﾟｸ･ｼﾞｮﾝ

ﾁｮﾙ）烈士のアボジ（父）の故朴正基(ﾊﾟｸ･ｼﾞｮﾝ

ｷﾞ・前遺家族協理事長)、そして李韓烈（ｲ･ﾊﾆｮ

ﾙ）烈士のオモニの裵恩心（ﾍﾟ･ｳﾝｼﾑ・遺家族協名

誉会長）などだ。 

文在寅大統領はこの日、ソウル龍山区南営洞に

ある民主人権記念館（旧南営洞対共分室)で開か

れた、第３３周年６・１０民主抗争記念式で、民

主化有功者が韓国の民主主義の発展に寄与した功

労を祝賀した。 

文大統領は演説で「今日、私たちの民主主義が、

ここまで来るまで多くの献身

と犠牲があった。今日、私た

ちは大韓民国の民主主義の発

展に寄与した功労者に勲褒章

を授ける」と述べるとともに、

「国民とともに心より尊敬と

感謝を伝える。忍苦の歳月を

共にしてこられた遺族の皆さ

んにも慰労の心を送る」と伝

えた。 

記念式で勲章を直接受けることになった李韓烈

烈士のオモニの裵恩心氏は、民主化運動関係者を

代表して手紙を朗読した。題名は「３３年目の６

月１０日に送る手紙」だ（下記に全文を掲載しま

す）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

통일은 우리 손으로!（統一は私たちの手で！） 

６・１５青年学生協議会が、６・１５共同宣言２０周年記念オンライン集会を開催 

３３年目の６月１０日に送る手紙 
李小仙オモニ、鍾哲のアボジ、私の言葉が聞こえますか？ 

私たちに勲章をくれるんだそうです、それで私がこの場に立っています、３０年近く、いつも一緒に

出掛けて闘った遺家協（社団法人 全国民族民主遺家族協議会）の仲間だったのに、李小仙オモニは全

泰壱の傍に行かれ、鍾哲のアボジも息子と一緒で、私が一人でこのように勲章をもらいます、私だけが

このようにしてもらっていいのかなと思っています。 

私がオモニとアボジ、そして私たち遺家協の仲間たちと最初に逢ったのは８７年８月１２日、私の息

子 韓烈を見送った直後でした。その前の年に結成された遺家協１周年記念行事に参加したら、オモニ

とアボジが「これからは韓烈のオモニも遺家協に入会しなさい」と言ってくれて、仲間に入れてもらい

ました。 

当時はろう城現場やストライキ現場にと、本当に遺家協の会員らが闘う現場が多かったですね。 

会員らは昌信洞（ﾁｬﾝｼﾝﾄﾞﾝ）での共同生活、一つ屋根の下で寝食を共にしながら一緒に闘う現場に出

掛けましたね、遺家協の仲間が家族のように、いつも集団で出歩くもんだから、たった一人欠けても周

りの人が「どうして一緒に来なかったの」と質問されるほどだったですね。血のつながった親族より親

密な関係でしたね。遺家協以外で、今日この場で勲章を授与される方々は厳しい現場で自身を犠牲にし

てきた。本当に勲章をもらって当たり前の人々です。そんな方々とともに、私ごときが勲章を貰ってい

いものかと思ってしまいます。鍾哲のアボジも、こんな私を見て「そこで何をしているのか」と言われ

そうで。 

しかし、私たちの歴史に再び民主主義のために命を犠牲にし、それで苦しむ家族が生まれることがな

い国になってほしいと願う気持ちで、恥ずかしながらこの場に立ちました。暖かい心で見守ってくださ

い。感謝します。 

▲文大統領から勲章を授与させる裵恩心氏 
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통일은 우리 손으로!（統一は私たちの手で！） 

６・１５青年学生協議会が、６・１５共同宣言２０周年記念オンライン集会を開催 

６・１５青年学生協議会共同事務局長 李俊一（ｲ･ﾁｭﾆﾙ）

６月１５日、歴史的な６・１５南北共同宣言２

０周年を記念し、６・１５日本地域委員会青年学

生協議会（韓青・朝青・学生協・留学同など、

６・１５共同宣言を支持する在日同胞青年学生団

体の枠組み）が「６・１５共同宣言２０周年記念 

運動決起モイム（集い）」を開催しました。 

当初は東京での集会を企画していましたが、新

型コロナウィルスの影響により、集会の開催が困

難な状況となったため、インターネット会議シス

テム「ＺＯＯＭ」を活用し、協議会初のオンライ

ンでの開催となりました。当日は約８０名もの在

日同胞青年学生が参加し、厳しい状況の中でも統

一への熱情を絶やさない青

年たちの姿を見ることがで

きました。 

行事の冒頭で、６・１５

青年学生協議会の金承民

（ｷﾑ･ｽﾝﾐﾝ）共同会長（韓

青中央本部委員長）が乾杯

挨拶を行いました。金会長

は現在の祖国をめぐる情勢

について「６・１５共同宣

言２０周年を迎えたことは喜ばしいが、南北関係

の停滞状況は実に残念です。現在の状況は米国の

妨害策動と、米国の支配から脱却することができ

ていない南側政府の姿勢に原因があります。６・

１５共同宣言は統一問題をわが民族同士が力を合

わせ、自主的に解決しようという原則を合意した

ものでした。今こそ私たちが反米自主の旗を高く

掲げ、民族自主、民族大団結運動の先頭に立って

いきましょう」と語りました。 

続いて、６・１５南側委員会青年学生本部の

ハ・ヂェギル常任代表の連帯挨拶がビデオメッセ

ージで上映され、「今はコロナの状況で会うこと

ができませんが、必ず統一の広場で再会しましょ

う」と語りました。 

また、今年の青年学生協議会が展開する運動に

ついて事務局からの解説も行われました。６・１

５青年学生協議会では今年、統一への思いを「創

造」「実践」することによって、青年学生ひとり

ひとりの意識と力量を向上させ、統一新時代を切

り開いていく「統一念願具現プロジェクト」を実

施します。具体的には「統一」をテーマにした創

作物（デザイン・写真・動画・歌・エッセイ）を

募集し、優れたものは表彰の上で、今後青年学生

協議会の運動で積極活用していく「統一創造プロ

ジェクト」と、南・北・海外の青年学生の統一へ

の思いをリレートーク形式でつないでいく「統一

実践プロジェクト」です。 

それぞれの主体性と創造

性を発揮することによって、

祖国統一への機運を高めて

いこうとの運動です。これ

らの様子は６・１５青年学

生協議会のフェイスブック

ページ(下記参照）で見る

ことができますので、よろ

しければご参照ください。 

 プレゼン後は、各地方か

らの意見表明があり、韓青から趙正春（ﾁｮ･ｼﾞｮﾝﾁ

ｭﾝ）東海地方６・１５青年学生協議会共同代表

（韓青名中支部委員長）が統一への思いを語りま

した。最後は趙明真（ﾁｮ･ﾐｮﾝｼﾞﾝ）共同会長（朝

青中央本部委員長）の熱い閉会挨拶で乾杯し、モ

イムは終了しました。 

コロナの影響や南北関係の悪化など厳しい状況

が続く中、それに負けずに前進しよう!という決

意を共有できた記念行事であったと思います。 

※６・１５青年学生協議会 フェイスブックペ

ージアドレス 

https://www.facebook.com/6.15.korean.youth.s

tudent/ 

 

 

 

▲オンライン集会を通じ祖国統一への想いを共有する 
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民衆の力で東アジアの平和を創り出すために！ 
７/１２ とめよう！戦争への道 めざそう！アジアの平和２０２０関西のつどいへ！ 

関西のつどい実行委員会 事務局次長 星川洋史 

 私たちは昨年末から「とめよう！戦争への道、

めざそう！アジアの平和２０２０関西のつどい」

への取り組みをはじめました。その頃は、トラン

プ政権の挑発的なアジアに対する軍事・外交政策、

これに呼応した安倍政権の憲法改悪・軍拡、中

国・北朝鮮・韓国などへの意図的緊張拡大政策、

自衛隊の南西諸島への配備など安

倍政権の腐敗、情報隠しがありな

がらも、東アジアでは安倍･トラ

ンプ政権と対抗して、朝鮮半島の

平和・和解への希望的動向があり、

これらに連帯しながら、積極的に

「めざそう！アジアの平和」を掲

げての集会を計画してきました。 

 しかし３月に入り、コロナ感染

の急拡大の中、予定していた会場

を借りるのも難しくなり、開催日

を７月１２日に延期して開催する

ことになりました。 

 安倍政権はコロナ感染対策でア

ベノマスクなど、ひどさ・脆弱性

をさらし、長期化する安倍政権、一極体制が生み

出す腐敗が次々と明らかになっており、安倍政権

への支持率は急速に落ち込んでいます。 

コロナ禍の中で人々の動きは回復しているとは

言えませんが、今こそ運動の力で安倍政権を追い

つめるときです。 

 しかし、決して気を緩めることはできません。

危機をも利用して、憲法上の権利さえ無視・圧殺

する動き（緊急事態宣言）を見せています。自ら

の政権に有利な検察体制のための立法も狙い続け

ています。秋田・山口へのイージスアショアの基

地建設は断念しましたが、それ以上に深刻な問題

を抱えている辺野古基地建設では、沖縄県議会選

挙で、またも沖縄の人々が「辺野古基地建設反

対」の意思を明確にしたにもかかわらず、建設工

事を強引に再開しました。ここには安倍政権の沖

縄に対する差別的な姿勢が明らかになっています。 

ここで日本の運動が、安倍が国会も開かずにこ

の事態から逃げることを許してしまえば、この強

権的で、腐敗しきった政治体制を正当化・持続化

させてしまうことになります。 

 そしてそれは、この東アジアに危機をもたらし、

日本・韓国の政府に米軍の駐留費の負担増額を求

め続けているトランプ政権に対し、これ以上ない

同盟者・腰巾着を与えることにな

ります。アメリカの武器の爆買い

で、日本の民衆に巨大な財政的負

担を押しつけ、韓国・朝鮮の民衆、

日本民衆に軍事的緊張を押しつけ

ることになるでしょう。 

朝鮮半島が緊張と危機に急転換

の兆しを見せている今、上記のこ

とは悪影響をもたらすでしょう。

それはまた、４月の韓国国会議員

選挙で韓国民衆が創り出した「守

旧勢力の敗北を固める」方向とは

逆の力と結びつくことになるでし

ょう。 

今、アメリカをはじめ世界各地

で白人警察官によるジョージ･フロイドさん虐殺

を機に、対立と緊張を煽るトランプに対する闘い

が、ＢＬＡＫ ＬＩＶＥＳ ＭＡＴＴＥＲの運動と

して急速に広がっています。６月７日には大阪で

も黒人・白人・アジア人など若者を中心に３千人

もが集まり、アメリカ領事館にデモを行いました。

東アジアの平和を求める闘いも、これらの世界の

新しい動きと結びつきながら、広げていきましょ

う。 

 今回のつどいの中心は、望月衣塑子さんの「民

主主義を守るために－安倍政権とメディア」の講

演です。望月さんは、あの鋭い舌鋒で安倍政権と

今の日本が抱えている問題に迫ってくれるでしょ

う。集会の収容人数の確保のために、予備の会場

も確保しています。是非ともご参加下さい。 
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【コラム】    朝鮮人蔘が紅蔘
ホ ン サ ム

と呼ばれる所以 
 ある日のこと。「コロナが江戸時代にはやった

とすれば、おそらく朝鮮ニンジンと生姜湯で治し

たに違いない」という某夕刊紙の記事を目にした。

現代コロナですらニッポン国の無能無策により

「免疫力アップ」や「三密回避」という根拠のな

いお呪いだけで対処しているのだから、さもあり

なんと思う。 

 他方で江戸時代に朝鮮人蔘が一般的に使用され

るほど民間に普及していたのか？という疑問が浮

かぶ。なぜなら朝鮮人蔘と称される生薬は、その

輸出大国であった朝鮮でも、また輸入大国であっ

た日本でも庶民の口には入らない高級品であった

からだ。 

 滋養強壮に高い効能を

持つ生薬として古くから

珍重されてきた人蔘は世

界各地に自生している。

代表的なものに中国種

(田七蔘)、米国・カナダ

種(花旗蔘)、日本種(竹

節蔘)があるが、朝鮮種

は朝鮮(高麗)人蔘として

広く認識されている。朝

鮮種はサポニンという成分の含有量が非常に多い

ため他種に比べてその薬効が極めて高い。実際に

我が民族は古くから人蔘を「死者をも蘇らせる貴

重な薬材」と認識し、「神艸
しんそう

」や「地精」とも呼

んだ。中国や日本が人蔘の地産地消に止まらず、

こぞって朝鮮種を輸入していたのはそのためであ

る。特に日本の輸入量は凄まじく、朝鮮で生産さ

れる人蔘の８～９割が日本へ輸出されていた時期

もあった。(『備辺司謄録』１０４巻 英祖１４年

７月１２日) 

 余談ではあるが、米国によるベトナム侵略戦争

に加担した国のうち、熱帯雨林での生存率がずば

抜けて高かったのが韓国軍なのだそうだ。朝鮮人

蔘を常用していた韓国兵は、熱帯特有の伝染病な

どに罹りにくかったのではないかと言われている。 

 その朝鮮人蔘の価格はというと１８世期後半に

は１斤(約６００ｇ)が天銀１００両ほどであった

という。(『備辺司謄録』１８５巻 正祖２１年６

月２４日) 

現在の価値で換算すると韓国ウォンで約６００

万ウォン、日本円で５３万５千円ほどになるだろ

うか。さらに日本側での購入価格はこれよりも大

分高値に吊り上げられていたのだから、人蔘がど

れほど高価なものであったかが分かる。 

 朝鮮人蔘が高価であるのは需要に対し供給が追

いつかないからである。天然物である「山蔘」、

「山養蔘」だけでは需要を賄えず、この問題を解

決するために１７世紀末頃には朝鮮人蔘の人工栽

培が行われ始めた。人工栽培された朝鮮人蔘は

「家蔘」と呼ばれるのだが、輸出商品としてだけ

ではなく、銀に代わる対中貿易の決済手段として

この家蔘が注目され始めると長期保存という観点

から人蔘の加工方法も発

展していった。 

生の人蔘は水分が含ま

れるため「水蔘」とも呼

ばれるのだが、この状態

では腐敗してしまい長期

間の保存が出来ない。そ

のため古くから自然乾燥

させる加工法が存在した。

(乾参、白蔘) 

しかし、自然乾燥では

乾くと砕けやすくなるという欠点があったため、

朝鮮では早くから大小様々な人蔘を一緒に煮詰め

てから乾かす加工法が採用され、これを「把参」

と呼んだ。 

家蔘の登場以降は、炭火から出る蒸気で加熱し

た後に乾燥させる蒸造加工法に変わってゆく。こ

の方法で加工された人蔘は紅色に変色することか

ら「紅参(ﾎﾝｻﾑ)」と呼ばれるようになった。従っ

て我々の耳に馴染んだ紅蔘とは、朝鮮人蔘の品種

を指すものでもなければ、韓国人蔘公社のブラン

ド名でもない。言うなれば「蒸し人蔘」を指す名

称なのである。 

 コロナ禍により資本主義経済圏は大打撃を受け

ている。主要国の凋落は時間の問題であろう。も

しも現行の貨幣制度が崩壊したならば…抗コロナ

の実用的価値(？)を持つ紅蔘は、その貨幣機能に

ついても再発見され、ポストコロナ時代の珍宝と

して崇められるのではないだろうか？（槿）

▲滋養強壮に高い効能がある朝鮮人参 
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【読書紹介】      戦争のプロパガンダ１０の法則 
著者：アンヌ・モレリ 

草思社文庫／８００円 

この本を知ったのは、毎週日曜日に放送してい

るサンデーモーニングという番組で、この本をテ

ーマに特集を放送していたことです。本で紹介さ

れている１０の法則が、現在にも当てはまるので

は？という内容でした。 

 この本のもとになっているのは、ア

ーサーポンソンピー氏が書いた「戦時

の嘘」という本で、その内容には戦争

プロパガンダの基本的なことは１０の

法則に集約できると指摘しており、著

者のアンヌ・モレリが、その１０項目

を歴史の真実から具体化したもので、

内容も１０の法則通り第１章から第１

０章までになっています。 

 第１章「われわれは戦争をしたくな

い」、第２章「しかし敵側が一方的に戦争を望ん

だ」、第３章「敵の指導者は悪魔のような人間

だ」、第４章「われわれは領土や覇権のためでは

なく、偉大な使命のために戦う」と続き、最後の

第１０章「この正義に疑問を投げかける者は裏切

り者である」で終わります。 

 プロパガンダとは、意図をもって特定の主義や

思想に誘導する宣伝戦略のこと。映像を利用して

本格的にプロパガンダを利用したのはドイツのヒ

トラーが有名ですね。ブッシュ政権が大量破壊兵

器を持っていると大々的に宣伝して攻撃を行った

イラク戦争も、フセインは悪魔のような存在でし

た。ときに政権は、いろいろな媒体を利

用して戦争＝正義という認識を国民に与

えるのです。 

 一方で、現在はインターネットという

誰もが利用できる情報媒体があり、情報

も昔のように「大本営発表」のような一

方的な情報だけを流すといったことはな

くなりました。しかし、情報が飽和状態

になり「どれが正しく、どれが間違って

いる」という判断が難しい場合もあれば、

ネットを利用したプロパガンダも出てく

るわけです。この本のあとがきには、ネットが普

及した現在でも、使われる論法、心理的な戦術、

プロパガンダの手法は大きく変わっていないと言

及しています。そして、私たちに「熱い心と、冷

たい頭を持て。(経済学者：アルフレッド・マー

シャル)」と指摘しています。ぜひ読んでくださ

い。（ソン） 

◆◆行事案内◆◆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

子どものころ、体が弱かったので、オモニに朝鮮人参を煎じて飲まされ、とても苦かったという記憶

が残っています。実体験をもって朝鮮人参はよく効きます。一度お試しを・・・。    （ソン） 

とめよう！戦争への道 めざそう！アジアの平和 

２０２０関西のつどい 

— —


